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現代社会に生きる我々にとって, 物事をある程度完璧

にこなすことは周囲から要請されることである｡ また,

完璧にこなすことを自らに課すことは肯定的な価値とみ

なされており, そうすることで自分の能力や業績の向上

といったメリットをもたらす｡ しかし, 完全性を求める

ことに執着しすぎると様々な心理的不適応を引き起こす

とされ, 心理学においては, このようなパーソナリティ

や認知特性を完全主義 (���������	�
�) と呼ぶ｡ 完全主

義は多くの心理・生理的問題, 例えばアルコール依存症,

抑うつ, 思春期やせ症などとの関連 (�����1984) が指

摘されている｡

完全主義の測定に関しては, 適応的な側面と不適応な

側面が存在すると考えられるため, 完全主義を一元的な

もの (���	
�1980) とは捉えず, 複数の次元で測定する

尺度が開発されてきた｡ 本邦においては ｢完全性の追求｣,

｢不完全性の回避｣, ｢強迫的努力｣ からなる完全主義尺

度 (辻�1992) や, ｢完全でありたいという欲求｣, ｢自分

に高い目標を課する傾向｣, ｢ミスを過度に気にする傾向｣,

｢自分の行動に漠然とした疑いを持つ傾向｣ から構成さ

れる����(���������	
��	����������	������������	�
�

����) 尺度 (桜井・大谷�1997), ｢高目標の設置｣, ｢ミ

スへのとらわれ｣, ｢完全性の追求｣ から構成される

���� (���������	
��	����������	�
� ���	����	�	��	�

����) 尺度 (小堀・丹野�2004) などが挙げられ, 抑う

つとの関係を検討する研究が行われている｡ このうち後

二者は ������＆ �����(1990) の作成した ���(������

����	
��	����������	�
�����) の下位尺度である自己

志向的完全主義 (���������	������������	�
�) を完全主義

の適応的側面と捉え, その構造を明確化したものであり,

���の研究を発展, 深化させたものであるといえる｡

���は世界的にも代表的な多次元的主義尺度の一つ

に挙げられ, 自己志向的完全主義 (���������	����������

���	�
�), 他者志向的完全主義 (����������	����������

���	�
�), 社会規定的完全主義 (�����������
��� ������

������	�
�) の 3 次元を測定する下位尺度からなる｡ 自

己志向的完全主義は自分自身に向けられる完全主義であ

り, ｢することは完全でないと安心できない｣ などの質

問項目から構成される｡ 自分自身のために具体的な基準

を設定することや, 自分の行為を厳しく監視するといっ

た行動を含み, 自罰的傾向や大きな目標を立てる程度,

および理想自己と現実自己の矛盾と類似した概念である

としている｡ 次に他者指向的完全主義は他者に対して向

けられる完全主義であり, ｢頼まれた仕事は, 完璧に遣っ

て欲しいと思う｣ などの質問項目から構成される｡ 重要

な他者に対して, 実現困難な基準を課すことや, 他者の

行動を厳しく監視するといった行動を含む｡ 自己志向的

完全主義と内容的には相違はないが, 完全主義を他者に

対して向けるという点, すなわち対人的相互作用に焦点

が当てられているという点に大きな違いが見られるとし

ている｡ 最後に社会規定的完全主義は他者から自分に向

けられる完全主義であり, ｢期待されることに応えるこ

とは難しいことだ｣ などの質問項目から構成される｡ 重

要な他者が自分に対して, 実現困難な基準を課している,

厳しく監視している, あるいは ｢完全であれ｣ という圧

力をかけているといったメッセージを, 個人が知覚する

完全主義である｡ 対人相互作用に焦点が当てられている
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�. 問題と目的



という点では他者志向的完全主義と同じであるが, 完全

主義の向けられる方向性が反対であり, 他者や社会から

自分に対して完全主義が向けられるという点が大きな特

徴である (������＆ ������1991	) としている｡


��を用いた先行研究は, まず ������ �����

(1991�) の気分障害の患者群, 不安障害の患者群, 統制

群の 3つの群に対して行った研究が挙げられる｡ 方法は

それぞれの調査協力者群を独立変数とし, 
��のそれ

ぞれの下位尺度を従属変数とした 1要因 3水準の分散分

析が計 3 回行われた｡ その結果は, ｢自己志向的完全主

義｣ に関しては, 気分障害群が, その他 2つの群より有

意に高く (�＜�05), ｢他者志向的完全主義｣ に関しては,

群間に有意差が見られず, ｢社会規定的完全主義｣ に関

しては, 気分障害群と不安障害群が統制群よりも有意に

高い (�＜�001) というものであった｡ 次に
��の邦訳

版を作成した桜井・大谷 (1995) の大学生を対象にして

行われた研究では, 
��の 3 つの下位尺度と抑うつ尺

度である���(������	����������������	��������1965)

および絶望感尺度である ���(��� ������������!���

���"���� �1974) との相関を被験者内変数で調査した｡

その結果は���に関しては, ｢社会規定的完全主義｣ と

の間に有意な相関 (#$�30��＜�001) が見られたのみで

あり, また���に関しては, ｢自己志向的完全主義｣ お

よび ｢他者志向的完全主義｣ それぞれとの間に負の相関

(#$�－21��＞�01)�(#$�－18��＞�05) が見られ, ｢社会

規定的完全主義｣ との間に正の相関 (#$�25��＞�01) が

見られるというものであった｡ これらの先行研究の結果

をまとめると, ｢自己志向的完全主義｣ に関しては適応

的な側面と不適応的側面の両側面が見られ, ｢他者志向

的完全主義｣ に関しては抑うつとの関係はほとんど見ら

れず, ｢社会規定的完全主義｣ に関しては, 全ての研究

で抑うつとの強い関係性が見出されるというものであっ

た｡ 以上から, 自己志向的完全主義および社会規定的完

全主義に関しては, 今後も研究を行っていく必要がある

と考えられるが, 他者志向的完全主義に関しては統計的

数値から見ても疑問が残るため, 今後研究を進める必要

性は低いといえる｡ また, 既述したように自己志向的完

全主義の研究は多く存在するが社会規定的完全主義の研

究は少ないため, 今後研究を進めていく必要があると考

えられる｡

以上が
��完全主義と抑うつやその他の心理的不適

応との関係であったが, 完全主義はどのように発達する

のであろうか｡ 
��を開発した�����������(2002)

は, 子どもとその周囲の人との関係性に焦点を当て 4つ

のモデルを提示している｡ 桜井・大谷 (2004) は, その

うち社会期待モデルと社会学習モデルに着目し, 完全主

義の発達に関して親子間の伝達の可能性を検討している｡

ちなみに前者のモデルは周囲の人たちが子どもに完全性

を求めるため完全主義が発達するもので, 後者は子ども

が周囲の人を観察しモデルにすることで親の完全主義を

学習するというものである｡ その結果, 父親の完全主義

は子ども (大学生) の完全主義にほとんど影響を与えな

かったが, 母親の完全主義は子どもの完全主義に強く反

映されていることが示唆された｡ また, 河村 (2003) は,

親からの期待尺度を作成し完全主義尺度 (辻�1992) と

の関係を調査したところ, 親からの期待を高く感じると

完全主義傾向も高くなるという結果が見出されている｡

このように, 完全主義は親をモデルとして学習されたり,

親の期待に応えることにより形成されたり, しつけによっ

て感化される部分もまた多いと十分に考えられる｡

また, うつ病に関する精神医学の分野においての研究

では, 被養育体験によりうつ病に罹患しやすい人格が形

成され, それを介してうつ病が引き起こされるというモ

デル (坂戸・染矢�1999) のように, 被養育体験とうつ

病の両者を取り持つ媒介変数として, 何らかのパーソナ

リティ特性を想定する研究が多く見られる｡ この媒介モ

デルに関する先行研究は, �	� ��(1979) らの作成した

�	����	����%���������&���(���) の世界的普及がこの

領域の研究を進めてきた (北村�2004) とされている｡

���は親の行動・態度から親の養育態度を遡及的に評価

するもので, 愛着, 暖かさ, 共感, 親密さを測定する養

護'	��と, 操縦, 侵入, 過剰接触, 幼児扱いを測定す

る過干渉(!������������の二つの下位尺度からなる尺度

である｡ ���への回答は, 親や兄弟による他者評価と高

い一致度を示すことから, 養育態度の回顧的認識を意味

するだけでなく, 実際の養育行動を反映したものである

可能性が示唆 (�	� ���1989) されている｡ 日本におい

ては完全主義を媒介変数として取り扱われる研究 (小川・

鈴木・堀, 2003) はあまり見られないが, 完全主義と抑

うつの関連性の研究や, 完全主義の親子間の伝達の可能

性に関する研究は多く行われていることから, 完全主義

が被養育体験と抑うつとの関係を介在していると想定す

ることは妥当であると考えられる｡

以上より, 本研究では, 完全主義と抑うつとの関連,

および, 完全主義と被養育体験との関連を包括的に見る

ため, 媒介モデルを援用し, それぞれの関連性を検証す

ることを目的とする｡

�. 方 法

１. 調査協力者

)大学および�大学生 349 名 (男性 200 名�女性 149

名)｡ 平均年齢は 20�34 歳であった (*+$1�56�,-.＝18�

,/0$30)｡
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２. 質問紙

(1) ���(�������	�
��������������) ���は親の

行動・態度から ｢親の養育態度｣ を遡及的に評価する自

己記入式尺度である｡ 25 項目からなり, 下位尺度に

｢����養護｣ 13 項目, ｢�	��
��������過干渉｣ 12 項目

から構成されている｡ ���への回答は, 親や兄弟による

他者評価と高い一致度を示すことから, 養育態度の回顧

的認識を意味するだけでなく, 実際の養育行動を反映し

たものである可能性が示唆されている (�������1989)

とされる｡ 25 項目 4 件法 (�������1979)｡ 本研究では

(竹内�1990) の邦訳版を用いた｡

(2) ���(��	���������
��	��������
���� ���	�)

���は多次元的完全主義尺度であり, 下位尺度の①自

分から自分に向かうもの (自己志向的完全主義：����


�������������������) ②自分から他者へ向かうもの

(他者志向的完全主義：����
�������������������) ③

他者から自己へ向かうもの (社会志向的完全主義：��


����������������������������) からなる｡ 45 項目 7 件

法｡ (���������1990)｡ 本研究では (桜井�1995) の

邦訳版を用いた｡

(3) ����� (�������
��������
	
������������

������
����	�) �� 
!は, 最近 1 週間における抑う

つ状態の重症度を測定する自己記入式尺度であり, 実施

対象としては青年と成人を対象として作成されている｡

20 項目 4件法｡ ("�������1977)｡ 本研究では (島�1985)

の邦訳版を用いた｡

３. 分析方法

完全主義, 抑うつ, 被養育体験, それぞれの関係性を

相関分析, 重回帰分析を用いて分析, 検討を行う｡ また,

パス解析を用い, 完全主義を媒介変数とした完全主義媒

介モデルを検討する｡

�. 結 果

１. 尺度間の相関分析

父親, 母親それぞれについての被養育体験尺度 ���

の下位尺度 ｢養護｣ ｢過干渉｣, 多次元的完全主義���

の下位尺度 ｢自己志向的完全主義｣ ｢他者志向的完全主

義｣ ｢社会志向的完全主義｣, 抑うつ尺度�� 
!の尺度

間の相関を#����1 に示す｡

２. 被養育体験 (���) を独立変数, 完全主義 (���)

を従属変数とした重回帰分析の結果

���の母親の����養護と�� の社会規定的完全主義

との間に負の相関傾向が見られ, ���の母親の �	��


��������過干渉と�� の社会規定的完全主義との間に

弱い正の相関が見られた (#����1) ｡ そこで, �� の

社会規定的完全主義を従属変数に, 父親と母親それぞれ

の���下位尺度����および�	��
��������を独立変数

として重回帰分析 (強制投入法) を行った｡ その結果を

#����2 に示す｡

分析の結果, 社会規定的完全主義に特に強い影響を及

ぼすものとして母親の過干渉 (β$%21�&＜%01) が見出さ

れた｡ 調整済みの重相関係数は'2$%042 (((3�345)$4%83�&＜

%01) であった｡ なお自己志向的完全主義および他者志向

的完全主義を説明変数として同様の分析を行ったが, 偏

回帰係数および重決定係数に問題を残したので棄却した｡

３. 完全主義 (���) を独立変数, 抑うつ (�����) を

従属変数とした重回帰分析の結果

�� の自己志向的完全主義および他者志向的完全主
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各変数間の相関行列
全体

尺度
父��� 母��� 完全主義���

下位尺度 養護 過干渉 養護 過干渉 自己志向 他者志向 社会志向

父���
養 護 －

過 干 渉 －%28＊＊ －

母���
養 護 %45＊＊ －%19＊＊ －

過 干 渉 －%21＊＊ %47＊＊ －%27＊＊ －

完全主義
���

自己志向 %08 %09 %04 %08 －

他者志向 －%07 %09 －%07 %08 %34＊＊ －

社会志向 －%07 %08 －%12＊ %22＊＊ %41＊＊ %38＊＊ －

抑うつ�� －%15＊＊ %05 －%15＊＊ %19＊＊ %18＊＊ %16＊＊ %29＊＊

2＝349 &＜305＊ &＜301＊＊



義と �����抑うつとの間に正の相関傾向が見られ,

���の社会規定的完全主義と�����抑うつとの間に弱

い正の相関が見られた (�	
��1) ｡ そこで抑うつを従

属変数とし, 完全主義尺度���の全ての下位尺度を独

立変数として重回帰分析 (強制投入法) を行ったところ

�	
��3 のような結果となった｡

分析の結果, 抑うつ傾向に強い影響を及ぼすものとし

て社会規定的完全主義 (β�21��＜�01) が見出された｡

調整済みの重相関係数は�2�096 (�(3�345)4�62��＜�01)

であった｡

４. 被養育体験 (���) を独立変数, 抑うつ (�����)

を従属変数とした重回帰分析の結果

父親および母親の���の養護と�����抑うつとの間

に負の相関傾向が見られ, 母親の���の過干渉と����

�抑うつとの間に正の相関傾向が見られた (�	
��1) ｡

そこで抑うつを従属変数とし, 被養育体験���の全て

の下位尺度を独立変数として重回帰分析 (強制投入法)

を行ったところ�	
��4 のような結果となった｡

分析の結果, 抑うつに特に強い影響を及ぼすものとし

て母親の過干渉 (β＝�18��＜�05) が見出された｡ 調整

済みの重相関係数は �2�096 (�(4�344)2�89��＜�01) で

あった｡

５. 被養育体験 (���), 完全主義 (	��), 抑うつ

(�����) のパス解析の結果

結果 1, 2, 3, 4 から, ���の社会規定的完全主義を

介在変数として相応しいと考えられる｡ そこで社会規定

的完全主義を媒介変数としたモデルを構築し, パス解析

を行った｡ その結果を����1 に示す｡

モデルに関する適合度指標は (χ2＝�17 ��789)�

(����998) となり, モデルの適合性は問題ないと考え

られる｡ 次に従属変数の分散説明率を見ると, 社会規定

的完全主義｣ が 6％, 抑うつが 12 ％であった｡ 社会規

定的完全主義の分散は母親の���養護・過干渉のみで 6

％の説明がつき, 父親の���養護・過干渉からパスを

引いてもこの値に変化はなかった｡ 抑うつの分散は介在

モデルを用いることにより, 重回帰モデル (�	
��3�4)
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���� ｢完全主義媒介モデル｣ の
パス図 (標準解) の結果

!"#$%&

被養育体験を独立変数とし､ 社会志向的完全主義を
従属変数とした重回帰分析 (標準解) の結果 1

β '

父 養 護 �00 �01

父 過 干 渉 －�03 － �47

母 養 護 －�08 －1�26

母 過 干 渉 �21 3�47＊＊

重相関係数 (�) �231＊＊

自由度調整済み �2 �042＊＊

()349 �＜*05＊ �＜*01＊＊

!"#$%+

完全主義を独立変数とし､ 抑うつを従属変数とした
重回帰分析 (標準解) の結果

β '

自己志向的完全主義 �05 �81

他者志向的完全主義 �07 1�25

社会志向的完全主義 �27 4�63＊＊

重相関係数 (�) �32＊＊

自由度調整済み �2 �096＊＊

()349 �＜*05＊ �＜*01＊＊

!"#$%,

被養育体験を独立変数とし､ 抑うつを従属変数とした
重回帰分析 (標準解) の結果

β -

父 養 護 －�09 －1�57

父 過 干 渉 －�07 －1�20

母 養 護 －�09 －1�49

母 過 干 渉 �17 2�89＊

重相関係数 (�) �24＊＊

自由度調整済み�2 �046＊＊

()349 �＜*05＊ �＜*01＊＊



よりも若干の上昇がみられた｡ 以上より被養育体験と抑

うつとの間に, 完全主義を媒介変数として想定すること

は妥当であると考えられる｡ なお, 介在変数を自己志向

的完全主義および他者志向的完全主義としたモデルのパ

ス解析を行ったが, モデルの適合性に問題が生じたので

棄却した｡

�. 考 察

１. 完全主義と被養育体験の関係について

本研究では, 完全主義と抑うつとの関連, および, 完

全主義と被養育体験との関連を包括的に見るため媒介モ

デルを援用し, それぞれの関連性を検討した｡ まず, 被

養育体験が完全主義に及ぼす影響は, 社会規定的完全主

義だけに効果があり, 完全主義の自律的側面である自己

志向的完全主義, および自己の完全主義を他者一般に向

ける他者志向的完全主義には効果が無かった｡ 相関分析

で社会規定的完全主義と被養育体験との関連性を見てみ

ると, 父親からの被養育体験は完全主義に影響をほとん

ど与えていないのに対し, 母親からの被養育体験におけ

る養護, 過干渉は社会規定的完全主義に影響を与えてい

ることがわかった｡ また, 重回帰分析で細かく見てみる

と, 分散説明率は約 4％ほどであり高い数値ではなかっ

たが, 父親, 母親それぞれの養護, 過干渉のうち, 母親

からの過干渉だけが有意に社会規定的完全主義を強める

働きをしていた｡ この背景としては子どもの養育場面に

対して父親よりも母親の関与する時間が多くなったとい

う近年の傾向が, 結果として現れたのではないかと考え

られる｡ 親の完全主義と子の完全主義との関連における

先行研究でも, 母親の完全主義は父親のそれよりも子ど

もの完全主義に強く影響していることが示唆されており

(桜井�2004), 本研究における社会規定的完全主義に対

して母親からの被養育体験の影響力が強いという知見と

ほぼ同様の結果であると言える｡ しかし, なぜ父親は子

どものパーソナリティに影響力が弱いのかという点に関

しては, 養育場面における父親の不在, 母親との協力関

係を視野に入れて研究を進める必要があると考えられる｡

母親の過干渉と社会志向的完全主義にのみ強い関係が

見られた背景に関しては, 成育段階に母親からの過干渉

に子どもが適応することで, 物事に取り組む自律性が阻

害され, ｢言われたことをやる｣ ということや ｢親が好

ましいと思うことをやる｣ といった他律的に物事に取り

組む社会規定的完全主義が形成されるのではないかと考

えられる｡ 完全主義とやや異なるが, 被養育体験とタイ

プ�との関連を検討した研究では, 親の学歴志向が養

育態度を介在してタイプ�行動パターンの発達を促す

とするモデル (大芦・岡崎・山崎�1996) が検討されて

おり, 今後も過干渉と完全主義の関係を検討する必要が

あると考えられる｡

２. 完全主義と抑うつ傾向の関係について

相関分析では���の全ての下位尺度で抑うつとの間

に有意な相関が見られたが, 社会規定的完全主義との間

にのみ比較的弱い相関が見られた｡ また重回帰分析を用

いて詳細を検討したところ, 有意に抑うつに及ぼすのは

社会規定的完全主義だけであり, 分散説明率もおよそ 9

％であった｡ ���を用いた先行研究 (桜井・大谷�

1997) においても, 社会規定的完全主義だけが抑うつ傾

向に影響を及ぼすという結果は同じであったが, 自己志

向的完全主義および他者指向的完全主義と抑うつとの間

に負の相関は見られなかった｡ この点に関しては, 本研

究と用いた抑うつ尺度が異なるためではないかと考えら

れる｡

社会規定的完全主義が抑うつ傾向に影響を及ぼした背

景については, うつ病の病前性格として著名なメランコ

リー親和型気質 (�����	
���1961) との関連が挙げら

れる｡ この気質は過度の几帳面, 対他配慮を本質的な特

徴としており, これらは社会規定的完全主義の持つ他律

的な完全主義という特徴と合致し, このような類似性が

健常者の抑うつ傾向についても反映されたのではないか

と考えられる｡ しかし, この気質における対他配慮の側

面に関しては, 完全主義を自己内で完結する自己志向的

完全主義では考慮されていないため, 抑うつとの関連を

検討するには社会規定的完全主義に関する研究が必要で

あると考えられる｡

３. 被養育体験と抑うつとの関係における完全主義媒介

モデルと非義媒介モデルとの比較

被養育体験と抑うつ傾向との関連を検討するにあたり,

まず完全主義を媒介としたモデル (以下, 媒介モデル)

と完全主義を媒介としないモデル (以下, 非媒介モデル)

とを比較してみると, 最終従属変数である抑うつ傾向の

分散説明率は, 非媒介モデル (�2＝�004) よりも媒介モ

デル (�2＝�013) のほうが高かった｡ 記述したように被

養育体験と抑うつとに一義的な関係を見出すことは難し

く, 何らかの媒介変数を想定したモデルが妥当であるこ

とを支持する結果となった｡ パス解析を用いた介在モデ

ルのモデル適合性指数は (χ2＝�17 ���789)�(�����998)

と非常に高い値を示した｡ また実験協力者の数 349 人は

関係性を検討する多変量解析を用いるのに十分なもので

あり, 本研究の被養育体験と抑うつとの間に完全主義を

介在させるモデルは妥当であると言える｡

完全主義のどのような側面が媒介変数となり得るかに

関しては, 相関行列表からも充分に推察できるように社

会規定的完全主義だけが妥当な変数であった｡ なお介在

変数を自己志向的完全主義および他者志向的完全主義と
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したモデルのパス解析を行ったが, モデルの適合性に問

題が生じたので棄却された｡ パス係数の詳細を見てみる

と, 母親の過干渉から社会規定的完全主義へのパス, 社

会規定的完全主義から抑うつへのパスの影響が相対的に

強いということが分かる｡ このことから母親の過干渉の

影響により完全主義の他律的側面である社会規定的完全

主義が形成され, それが抑うつ傾向を引き起こすとする

モデルが示唆され, 適合性指数からもこのモデルは支持

されたと言える｡ また被養育体験から抑うつへのパスの

影響は相対的に弱いということが分かるが, この点に関

しても, 被養育体験と抑うつ傾向とに一義的な関係を見

出すことは難しく, 何らかの媒介変数を想定する必要が

あるとする���を用いた先行研究と同様の結果となっ

たと言える｡

最後に, 社会規定的完全主義の分散説明率が約 5％で

あり, 最終説明変数である抑うつ分散説明率は約 13 ％

であった｡ 高い値であるとは言えないが, 今後は母親の

過干渉および社会規定的完全主義に焦点を絞り新たな尺

度を作成することで, 母親の過干渉と社会規定的完全主

義, および社会規定的完全主義と抑うつとの関連の詳細

を明らかにする必要があると考えられる｡ また, 父親か

らの被養育体験は大学生の完全主義に対して影響が見ら

れなかったが, 父親の養護 (����) は抑うつに対して有

意な負のパス係数が見られた｡ このことから, 養育場面

における父親の関与や協力の程度, あるいは父親の不在

についても考慮する必要があると考えられる｡

�. 今後の課題

本研究では, うつ病研究において広く行われている

｢介在モデル｣ を参考にし, その間を取り持つ媒介変数

としてパーソナリティ特性である完全主義を想定し, 検

討を行った｡ その結果, 仮定されたモデルは支持された

と言える｡ しかし, 全体的には高いモデルの整合性を得

られたものの, 従属変数の分散説明率に問題を残すこと

になった｡ 今後は各変数を測定する独自の尺度を作成し

下位尺度を想定することにより, この問題をクリアする

ことが必要であると考えられる｡ またそれとともに変数

間のパスの詳細を検討する必要があると考えられる｡

また, 本研究においては性差を考慮せずに検討を行っ

た｡ 性差を加味した上で分析を試みるに際し, それに応

え得る調査協力者数を得られなかったことがその原因で

ある｡ 今後は性差を考慮し検討できるように, 十分な調

査協力者を募る必要があると考えられる｡ しかし, それ

にともなって考えられることは, 分析法の性質上データ

を集めるほど適合指数が低下することである｡ よって,

より整合性の高いモデルの構築が必要であると考えら

れる｡
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